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Abstract

　Alayer　structured　niobium　titanate　CsTi2NbO7　has　been　prepared　by　a　solid　state　reaction　using

Cs2CO3，　anatase　type　TiO2　and　Nb205　at　800°C．　　Alkali　and　hydrogen　ion　exchange　reactions　have

been　studied　in　aqueous　solutions．　The　single　phases　of　lithium，　sodium　and　hydrogen　ion　exchange

products　were　obtained．　They　contained　interlayer　water　and　the　host　layers　were　retained　on　the

reactions。　The　products　were　characterized　by　chemical　analysis，　TG・DTA　and　XRD，　The　lithium

ion　exchange　product　of　Csα06Liαg4Ti2NbO7・2．7H20　was　heated　at　l　50°Cin　a　vacuum　　The　resulting

product　of　Csα06Lio，g4Ti2NbO7・1．OH20　was　evaluated　fbr　use　as　the　cathode　in　rechargeable　lithium

battery．　The　cathode　exhibited　discharge　and　charge　capacities　of　l　O8　and　80　mAhg一l　at　the　first　cycle

in　the　voltage　range　of　l．5－4．2　V

1．緒言
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　層状の結晶構造をもつチタン酸塩としては、Na2Ti3（渇

やK2Tiao，に代表される三チタン酸塩や四チタン酸塩がよ

く知られており、イオン交換体やインターカレーション

のホストとして古くから多くの研究がなされてきている．

これに対して、我々は、研究例の少ないlq）i（locrocite

（γ一FeOOH）型構造を持つ一連の層状チタン酸塩の性質に

ついて調べてきた．その結果、これらチタン酸塩はイオ

ン伝導体、エレクトロクロミック表示素子およびリチウ

ムニ次電池正極材料などへの応用が可能であることを明

らかにしてきた．1’ID最近、チタン酸塩の層を構成する

チタンサイトの一部を5価のニオブイオンが占めるニオ

ブチタン酸塩CsTiNbO5について調べ、この化合物はリチ

ウムニ次電池正極材料への応用が可能であることを見い

だした．10Pこのような層状ニオブチタン酸塩の正極材料

への応用に関する研究は少ないことから、本研究では、層

状チタン酸塩のチタンサイトの3分の1を5価のニオブ

イオンが占める構造をもつCsTi，Nb（》を取り上げた．

　この化合物の構造を図1に示す．TiO6およびNbO6八面

体が稜を共有して3個連なったものが構造の単位となっ

て、チタン、ニオブおよび酸素による層を作っている．

この層は負に帯電しているが、層と層の問（層間）に存

在する1価のセシウムイオンCs＋によってこの電荷が補

償されている．このような層間に存在するアルカリ金属

イオンなどは、イオン交換反応により容易に他のアルカ

リ金属イオンや水素イオンと交換することができること

が知られている．本研究においても、セシウムイオンの

リチウム、ナトリムおよび水素とのイオン交換を水溶液

中で試みた．得られた生成物の組成、構造について調べ
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4．まとめ

層状結晶CsTi2NbO7のイオン交換とリチウムニ次電池正極材料への応用

　層状結晶CsTi2NbO7を合成した．この化合物のリチ

ウム、ナトリウムおよび水素のイオン交換について調

べた．層問のCs＋は77％から94％までイオン交換され

ることがわかった．リチウムイオン交換生成物を加熱

して一部の層問水を取り除いた試料は、リチウムニ次

電池の正極として応用可能であった．最初の放電一充

電においては、108mA㎏一1の大きな放電容量に対して、

充電容量は80mAhg－1と小さくなった．今後は、放電

一充電のサイクルにともなう、容量低下の原因を明ら

かにする必要がある．
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